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NACCSパッケージにおける利用者操作後のスクロール位置の固定

・仕様変更前
電文受信時や電文のインポート等により送受信電文一覧が更新された際に、選択されている電文が表示範囲内に収まるよう
送受信電文一覧が自動でスクロールされます。
これにより、利用者が一覧をスクロールして表示していたスクロール位置（表示範囲）が変わることがありました。

・仕様変更後
電文受信時や電文のインポート等により送受信電文一覧が更新された際に、送受信電文一覧が自動でスクロールしないよう変更しました。
これにより、一覧の更新前後でスクロール位置（表示範囲）が変わることはなく固定されます。

仕様変更前 仕様変更後

電文受信時に、選択されている電文が表示される

範囲内で自動でスクロールされる

受信後、受信電文が送受信電文一覧に表示さ

れても、電文受信前のスクロール位置（表示

範囲）は変わらない

電文受信前

電文受信後
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NACCSパッケージにおける利用者操作後のスクロール位置の固定

スクロール位置の固定による注意点①

仕様変更前 仕様変更後

新規の受信電文が表示される、または選択電文が

表示される範囲で自動でスクロールされる

受信後、受信電文が一覧に追加されても、電文受

信前のスクロール位置（表示範囲）は変わらない

ため、新規の受信電文を表示するには、ユーザー

自身でスクロールする必要がある

電文受信前

電文受信後

スクロールバー表示時の新規受信電文の表示
スクロールバー表示がされている状態では、新規に受信電文があった場合、新規の受信電文を表示するためにはユーザー自身でスクロール
する必要があります。
※スクロールバー表示が表示されていない状態では、従来どおり新規電文が自動で表示されます。
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NACCSパッケージにおける利用者操作後のスクロール位置の固定

スクロール位置の固定による注意点②

仕様変更前 仕様変更後

送信終了のダイアログが表示されても、全ての

電文の受信が完了するまで一覧表示されない

全ての電文受信後、スクロールが可能となるの

でユーザ―自身がスクロールすることにより新

規の受信電文が表示される

複数電文の一括表示
「即時電文取り出し」による複数電文の取り出しなど、複数電文を一括で処理する場合、すべての送受信処理が完了した時点で送受信一覧に
電文を追加・表示するよう仕様を変更しました。（当該変更により複数電文処理の処理時間も短縮されます。）

（例）自動の即時電文取出し設定の状態で、電文の連続送信より帳票電文を５件受信する場合

画面の変化はないが、受信中であ

ることは「即時電文取出中」の表

示から確認できる

一括で電文送信後、送信中・受信中であっても、電文

受信毎に1件ずつ表示される

画面の変化や「即時電文取出中」表示から受信中であ

ることが分かる


